
 

 

記事等でご紹介いただく際は、“ＮＥＸＣＯ東日本”または“ネクスコ東日本”の愛称ご使用にご協力をお願いします。 

平成２６年５月２９日 

東日本高速道路株式会社 

 

ＮＥＸＣＯ東日本グループ『長期ビジョン 2025』及び 

『中期経営計画（平成２６～２８年度）』を策定しました 

～平成２８年度までの３年間で、着実に事業を推進し将来の飛躍につなげます～ 

 

ＮＥＸＣＯ東日本（東京都千代田区）は、このたび民営化後２０年後を見据えた２０２５年に達成した

い姿『長期ビジョン２０２５』及び平成２８年度までの３年間の『中期経営計画（平成２６～２８年度）』を

策定しました。 

本計画では、今後３年間を「着実に事業を推進し将来の飛躍につなげる期間」と位置づけ、『長期ビ

ジョン２０２５』の実現に向け４つの基本方針のもと定めた計画を実行していきます。 

 

 

 

ＮＥＸＣＯ東日本グループ『長期ビジョン 2025』及び『中期経営計画（平成２６～２８年度）』のポイント 

 

１．長期ビジョン 2025 

 

２．中期経営計画の基本方針・取組み計画のポイント 

 

３．中期経営計画の主な財務計数計画 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１ 

ＮＥＸＣＯ東日本グループ『長期ビジョン 2025』及び『中期経営計画（平成２６～２８年度）』のポイント 

 

１．長期ビジョン 2025 

◎2025 年時点でのありたい姿 

 ①国民から信頼されている企業  

   ～ Reliable 

安全・安心を最優先に、老朽化する高速道路の確実な維持管理など持続可能な社会の実現に

向けた取組みを先駆的に進めるインフラ事業者の見本となるような企業になっている。  

 ②お客さまに必要とされている企業  

   ～ Required  

最小のコストで最大の満足を提供することを常に追求し、情報通信技術などを取り入れた新しい

価値をお客さまに提供している。 

 ③ 地域社会の期待に応えている企業  

   ～ Responsible  

地域社会との強い信頼関係が確立され、高速道路ネットワークや資産を活かした地域社会への

貢献、地域社会との共存共栄につながる様々な取組みを継続的に行っている 

 ④国際社会から認められている企業  

   ～ Recognized  

高い技術力を活かし、国際社会のニーズに応えるために海外との信頼関係や海外での事業実施

のノウハウを築いている。  

 ⑤社員がやりがいを実感している企業  

   ～ Rewarding  

事業を通じて「つなぐ」価値を創造することが、社員のやりがいにつながる企業文化が確立されて

いる。  

 

２．中期経営計画の基本方針・取組み計画のポイント 

   民営化後２０年後を見据えた２０２５年に達成したい姿『長期ビジョン２０２５』を定め、平成２６年度

から平成２８年度までの３年間を「着実に事業を推進し将来の飛躍につなげる期間」と位置づけ、

『長期ビジョン２０２５』の実現に向けて以下の４つの基本方針のもと計画を策定しました。 

 

◎基本方針１：技術革新により道路の高度化を進め、より安全・安心、快適・便利な高速道路を最小

のコストで実現する 

■２４時間３６５日、安全で安心できる高速道路空間を提供し、お客さまの信頼を得ることに努めます 

■お客さまのニーズや利用スタイルに応じた快適さと利便性を感じる質の高いサービスを追求します  

■プロジェクトマネジメント力を駆使して、経営資源を最大限有効に活用しながら、着実にネットワーク

の整備やより快適な道路空間創出のための機能強化を進めます 

■最先端の技術を取り入れ、維持管理し易く、より安全で高質かつ誰にでも使い易い高速道路空間

を創出します 



 

２ 

■安全を最優先とした技術開発を推進します  

■居心地の良い時間と空間を提供できるＳＡＰＡを展開します   

 

◎基本方針２：企業活動を通じて地域社会への貢献を目指すとともに環境保全への取組みを進める 

■雪・地震の際には地域生活を支えるなど、高速道路の管理事業を通じ社会的使命と責任を果たし

ます   

■高速道路整備やコンサルティング業務等を通じて地域社会へ貢献します   

■地球温暖化防止、循環型社会の形成、環境負荷の低減に資する取組みを推進します 

■地域・お客さまとの「つながり」を形にできる細やかな施策を展開します 

■あらゆるステークホルダーに貢献する CSR 経営を推進します    

  

◎基本方針３：グローバルな視点を持ち、新たな分野に事業を拡大することで、経営基盤の強化を図

る 

■市場拡大を見据え技術マーケティングの展開力を強化します 

■将来の『飛躍』につながる事業化の可能性を追求します 

■グローバル・ネットワークの構築を推進し、海外事業の展開と社員の活躍の場を拡大します 

 

◎基本方針４：目指すべきグループ像を実現するための企業文化を構築する 

■高速道路のプロ集団として、グループ一丸となり不断の道路管理を行い、未来に向け、一層マネジ

メント力を高めます 

■効果的・効率的な企業活動を目指し、ＩＴマネジメントの推進のもと、不断の業務改善を図ります 

■会社の業績向上に資するため、経営管理力や現場力などの開発・強化につながるような人材を確

保し、育成します 

■あらゆるステークホルダーのさらなる理解・共感につながる積極的な広報活動を行います   

 

３．中期経営計画の主な財務計数計画 

 ■高速道路事業 

料金収入 ６，９８６億円（平成２６年度） ⇒ ７，４２６億円（平成２８年度） 

道路資産賃借料 ４，７７９億円（平成２６年度） ⇒ ５，０８９億円（平成２８年度） 

道路資産完成高 ６，００９億円（３年間累計） 

新規開通延長    １４４㎞（３年間累計） 

 ■関連事業（サービスエリア事業、受託その他） 

営業利益（連結）        ２７億円（平成２６年度） ⇒  ３６億円（平成２８年度） 

 

以上 


